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第 i 部 理論および方法論
勺ノ』
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る Murray (1964) の研究にその典型を見ることができょう。ここで
第 i 章 内発的動機づけとは
動機づけは行動の原因 一 般を指し示す用語(前田 I 1969 )であ
るが、行動の原因について考察する時には大別して 2 つの接近法が
あると考えられる。

































内発的動機づけ研究に多大な貢献をし続けている Deci (1975 , 198 



































る試みも少数ながら見られる。例えば、 Sha11ey (1991) は、 「内発
的動機づけは、課題に対して自立的 (inner-directed) な興味 (in一
七erest) 、 あるいは課題に対する陶酔 (fascination) である。」と
定義し、また、より感情的な側面に注目する Csikszentmihalyi (19 
75) は内発的動機づけを「特定の感情的状態、すなわち、活動の楽
しさ (enjoymen七)である。 J と定義している。
このように、内発的動機づけにはいまだ明確な定義はなく。内発
的行動と外発的行動との差異についても一致した見解はない (Dyer















される行動 J であり、この行動には f 興味 J 、 f 楽しさ j などのポ
ジテイブな主観的経験を伴う J という定義を採用する。 しかしなが
ら、第 6 章において述べる理由より、後者の主観的レベルでの定義
に重きを置いて論を進めたい。





第 2 章 研究の発端





第 l 節 非ホメオスタティックな動因の提唱
広義の機能主義的観点をとり、よく知られた図式である S -0-
R の中の O 、特に生活体内部の動機づけ作用を重視した Woodworth
(1918) は、感覚、運動、あるいは認知的諸能力 (abilities) のた












第 2 節 非ホメオスタティックな動因の実証
1950 年代に入り、すべての行動は外的な強化に起因するという
Hull , Skinner らの行動主義的主張に対し、生理学的動因の低減を
大l 生理学的ホメオスタシスの概念の提唱者である Cannon 自身も、
この概念が万能ではないことを示す次のような言葉を残している。
「必要不可欠な諸要求が保証された時、必要ではないが値のつけ
ようもないほど貴重なもの( e. g. 美的なものを楽しこと、不思議
なことを理解しようとすること等)が自由に求められるのである







Harlow , Harlow , & Meyer (1950 , 1953) は、赤毛ザルが外的強化の存
在しない時でも掛け金様のパズルを進んで解く事実を実験的に検証
し、ホメオスタティックな諸動因とは独立の動因が存在することを
示し、これを操作動因 (manipulative drive) と呼んだ。さらに、
Montgomery (1954) や Wellくer (1956) はネズミの迷路実験によって







従来の動因低減理論 (drive reduction theory) に対し、特定の生存






退屈動因 (boredom drive) 、探索動因 (exploratory dri ve) 、感覚




























以下に続く 3 つの章では、この 2 つの接近法、および、現象学的
な接近法について概説し、それぞれの問題点を指摘する。
第 3 章 認知論的接近法










るという仮定を採用し (Hunt ， 1969) 、 さらに、これらの認知的特
↑生は、人の有するスキーマや期待などのさまざまな心的要因と入力
される環境情報との問のズレ (discrepancy) 、 ないし、不一致 (inc
ongruity) によって引き起こされると考えられている。
例えば、この分野でのパイオニア的な研究者である Berlyne(195






このような実験シリーズをもとに、 Berlyne (1965) は、刺激の
などの奇妙な不一致図形とが混在したシリース (incongrui ty-














対照変数 (colla七 ive variables) と総称された (Berlyne , 1965 , 196 
6) 0 さらに、この対照時に生起する不一致 (incongruity) の大き
さは生理学的な喚起 (aどousal) を導く要因であることから、喚起
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図 1 - 1 Berlyne (1957) の実験で用いられた刺激図形の 一 部
:不一致図形である第 2 ， 第 4 の図形では被験者のキ ­
押し回数が有意に多くなり、内発的動機づけを 高 めた 。
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機づけられる。前者の行動は、特殊的探索 (specific explora七 ion)
と呼ばれ、当該の対象への情報収集のための行動、例えば、見たこ
とのない物を見つけて近づきそれを詳細に調べる行動などを指す。









化を図った研究者に Hun七 (1965) がいる。 Hun七は、 Piage七の発達
理論に基礎を置き、内発的動機づけにおけるより認知的なメカニズ




また、 McReynolds (1962) は、新しい刺激を同化 (assimilate)
するための認知的再構成の過程に注目し、同化のできない知覚対象





ty-seeking behavior) 、 そこから遠ざかったりする (novelty-avoid 
-ing behavioど)と考えられている。ここでもまた、 Berlyne , Hun七
らかの「ズレ (discrepancy) J を生じさせる。もし入力された刺激
















た時、逆 U 字型の曲線を描くことができる。 Berlyne ， Hun七らを中
心とするこのような最適の「ズレ」の概念を重視する理論は、最適
水準仮説 (op七 imal level hypothesis) ないし「ズレ」の理論 (dis-






















第 2 節 認知論的接近法の問題点
( 1 )理論と実験データとの不一致




たとえば、生理学的な )1頃応水準(ここでは湯の温度)を O 点とした
時、ここからの適度な「ズレ」が正の感情を導くという、よく知ら
れた順応水準に関する実験 (Haber ， 1958) に見られるような明瞭な
結果は、このレベルの行動では見いだされることが少ないのである。
仮定される適度なズレを中心にして内発的動機づけが逆 U 字の曲
線を描くことを示した実験に Dorfman (1965) のものがある。彼は、
幾何図形の複雑性を操作することによって、複雑性と図形の選好
(preference) との間には逆 U 字の関係が存することを示した。
さらに、 Ai七 kin (1974) はその辺数を変化させることによつて複
















例えば、 Nunnally & Lemond (1973) は、 1957 年から 1972 年まで
に、このパラダイムに沿って行われた数多くの実験結果をとりまと
めて集計している。その結果、複雑性を操作し、当該図形に対する
自由凝視時間 (free looking time) や評定値を内発的動機づけの指
標とした 3 9 研究のうちの 3 1 研究が単調増加の関係を示し、一方、
新奇性を操作した 3 7 研究のうちの 3 3 研究も単調増加の関係を示
していた(図 1-2 ， 1-3 参照)。
Lemond (1978) もまた、コンピュータによって発生させた非常に
大きい物理的複雑性を持つものを含んだ多角形( 3 辺--- 200 辺)を
用いた実験を行い、単調増加の関係を見いだし(図 1 - 4 参照)、
あるいは、 Leckart(1965) は、幾何的にはそれ以上の複雑性を有す
るはずの風景写真を用い、ここでも同様の直線的関係を示している。
さらに、 Nunnally , Lemond , & Wilson (1977) は物理学的な複雑性
のみならず、その他の認知的諸変数と内発的動機づけの測度となる
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図 1 -2 刺激の複雑性と自由凝視時間との典型的な関係
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図 1 - 4 Nunnally & Lemond (1973) の実験で用いられたランダム
多角形の例: 3 ， 40 ， 80 ， 200 辺の各多角形
??司ノι
している。彼らによれば、自発的な視覚的注意は、情報的コンフリ





























ons七 ration でしかなく (Nunnally , Lemond , & Wilson , 1977) J 、理























& Lucas , 1966; Lemond , 1978) 。
















た理論として、 1970 年前後より Leeuwenberg らを中心に発展させ
られてきた構造的情報理論があげられよう (Leeuwenberg , 1969 , 19 








ることを可能にしたといえよう (Buffart , Leeuwenberg , & Restle , 1 




































































第 l 節 外発的報酬が内発的動機づけに与える効果










3 -- 4 個の立方体をランダムにつないだ形をしたプロックを 7 個組
み合わせて指定された形を作ることが求められる。被験者の大学生
は絵によってモデルを示され、各 10 分で 4 個の形を作るよう求め
られた行。被験者は統制群と実験群の 2 つのグループに分けられた。
実験群の被験者たちには制限時間内に解き終えたパズル 1 個につき
1 ドルの報酬が与えられたが、統制群には与えられなかった。 4 個
の形を作製後、実験者は、これまでの結果をもとに被験者に適切な
質問紙を作成するという口実を設けて退室した。被験者は、実験者











大2 笑験者効果をなくすため、第 2 の実験者には笑験の条件や目的
は知らされていなかった。










後続の研究の結果、報酬に対する期待 (Lepper ， Greene , & Nisbet 
t , 1973; Greene & Lepper , 1974) 、課題の達成度に応じた報酬
(Kruglanski , Freedman , & Zeevi , 1971) 、 あるいは負のフィードパ
ツク (Vallerand & Reid , 1984) 、 また、監視のもとでの課題遂行




い出された(詳細は Deci & Ryan , 1985 )。
第 2 節 帰属理論的解釈
第 l 節で挙げた現象を帰属理論的に分析しようとする代表的な仮
説として以下のものがあげられる。
( 1 )過正当化効果 (Overjustification Effect) 











( 2 )認知的評価理論 (Cognitive evalua-tion theory) 
Deci (1975) によれば、全ての報酬は 2 つの機能を持つ。 1 つは、
受け手の行動を制御する統制的機能 (con七 rolling func七 ion) であ
り、 1 つは、有能さ (competence) や自己決定性 (self de七 ermina-















wicz , 1979; 橋口， 1984) 。
では、個人が行動の原因を内発的である、あるいは外発的である
と認知した場合にはそれぞれどの様な行動の傾向を持つのだろうか。
第 3 節 内発的動機づけ指向と外発的動機づけ指向



















over hypothesis; P i ttman et al. ，ユ 982) 。 また、この事態では、効
率性と対照的な関係にある創造性は減じられる (Aロ\abile ， 1979; 
Kruglanski , Freeman , & Zeevi , 1971) 。創造性を重要な特性とする
自己実現をする人々が、社会、経済的条件にこだわることが少ない
という特性をも合わせ持つという知見 (Maslow , 1970) は、 この理
論を支持するものと考えることができょう。
第 4 節 内発的動機づけを生起させるもの



























さらに、 Deci (1980) は、認知された有能さと内発的動機づけと
の正の相関関係は、自己決定されたという条件下でのみ有効である
という Fisher (1978) の例をあげつつ、有能さの感情よりも、自己
決定の側面の方が基本的に重要な要因であることを強調する。彼は、
この考えを自己決定理論 (self-determination 七heory) へと発展さ
せ、発達、教育、職業、あるいは精神的健康の分野への適用を試み














数である自己決定感 (feeling of self-determination) および、有
能感 (feeling of compe七ence) は直接的には測定されていない















る行動」ととらえるまでに至った Deci (1975 , 1985) はこの 2 つの
変数を過大評価しているとも考えられるのである。
Hun七は、 1969 年にすでに、 Whi七 e (1959) の「有能さへの動機づ



















生起しないことを報告する。また、 Porac & Meindl (1982) は、 「笑
? ?コJ
験における活動は、面白く、楽しいものである。 J 等の課題につい




例がある。 Deci (1971 , 1972) は、正の言語的フィードパックは、
男子に対しては内発的動機づけを高める効果を持つが、女子におい
てはその効果を持たないという結果を示した。一方、 Shanab , 
Peterson , Dargahi , & Deroian (1981) は、正の言語的フィードパツ
クの効果において、このような性差のみられない実験結果を示しこ
れに対立する。この論議に対し、 Condry (1977) は、 Deci (1971 , 1 
972) の見い出した性差は実験で用いられた課題( "SOMA" と呼ばれ
るブロックパズル)の性質に起因したことを指摘している。また、
Arnold (1976) は、 もともと高い内発的動機づけを生起させる課題
( "En七 erprise" と呼ばれるテレピゲーム)では、正の言語的フイー
ドパックは内発的動機づけを高める効果を持つが、金銭的報酬の阻
害効果は生起しないことを報告している。さらに、 Calder & Staw 




大きな影響を与えることが明瞭であることは、 Deci (1975) 自身に
よっても認められている。















第 5 章 現象学的接近法












































































第 l 節 行動測度と態度測度
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ここまで見てきた諸研究において用いられた内発的動機づけの測












呆を示す場合もある。 Harackiewicz ， Sansone , & Manderlink (1985) 
や Ryan ， Mims , & Koestner (1983) らはこの二つの測度の間に正相関
を見いだし、一方、 Fisher (1978) , Luyten & Lens (1981) , Smith & P 
i t man (1978) らは、相関を見いだしていない。









































(Deci , 1975) J や「外的制御因の立とミ状態で自発的に行う行動(橋




























































S (刺激・環境)→ o 1 (刺激の認知変数)→ o 2 (態度変数)
R (反応・行動)
のうちの S ， 0 1 および o 2 に焦点を当てることになろう。あるいは、
行動変数に対する態度変数の重要性をより強調し、態度変数を内発
的動機づけの最終的なアウトプットとするなら、
s (刺激・環境)→ o (刺激の認知変数)→ R (反応・態度変数)
の図式に応じた研究となる。




























評価されている (Deci , 1975) 。 さらに、現象学的接近法において
は、課題の困難度と個人の有する能力とが適合した時、挑戦性が認
知され、内発的動機づけが高められると考えられている (Csik-















言及していると考えられている (Pittman & Heller , 1987) 。
control 理論の提唱者である Powers (1973) や Carver & Scheier 
(1981 ， 1982) は、従来より動機づけ研究の中で述べられてきたホメ
オスタティックな性質とこれを維持するためのフィードパックとい
う 2 つの様相に注目している。 control 理論は Miller ， Galanter , 





行 (operate) がなされ、その結果は再ぴ吟味 (test) されるという
フィードパック・ループが存し、不一致が一致へと変わった時、そ




(congruity) ‘ ~(EXIT) 
図 1 -5 TOTE Unit (Miller , Galanter , & Pribram , 1960) 





mismatch , discrepancy) J が検出される時、環境を変化させ、新た
な知覚と基準とを一致させるための行動が生ずる。行動はこの 一 致
が実現されるまで継続し、一致した後は終結する(図 1 - 6 参照)。
ここで、再び、ズレの「基準」について問わねばならない。
「基準」はさまざまな研究者によって述べられている。例えば、
既に述べたように、順応水準 (Haber ， 1958) 、生活体の有するスキ




control 理論では、比較されるべき基準は目的 (purpose) ないし、
目標 (goal) であると主張されている (Powers , 1973 , 1978; Carver 































(e .g . , 
oClion) 
envlron 円、 enl
図 1 - 6 Control systems model (Campion & Lord , 1982 より)
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シンボル機能の高さが人間を他の動物と区別する独自の特徴であ
ることは生物学者、パブロフ学派の生理学者( I 第二信号系 J )、
精神医学者、および哲学者たちによって認められている (von



































を高める効果を持つであろう。例えば、 Locke & Bryan (1967) は単




実験者によって設定された目標 (assigned goal) は、現実の工場労
- 54 -
働の場面においても単調な作業の興味を高める手段として有効であ
ることが示されている (Wya七七， Frost , & S七 ock ， 1934) 。 さらに

































知覚され、内発的動機づけが低減される (Mossholder , 1980) 。
②外発的な強制力を持った目標の設定により、認知的構えの一形態、
である script叫が "play script" から "work scrip七"に変更さ
れ、内発的動機づけが低められる (Cellar & Barrett , 1987) 。
①他者により設定された目標は、従事者に圧力と制約の知覚を強化
大1 何らかの産出を導く一時的 (temporal) な行為あるいは事象の
連続を含む認知構造。 schema に近い概念。 しばしば引用される例
にレストランに入り、席につき、注文をする・・とい今行為の手続
きを含む "restaurant script" がある (Abelson , 1982) 。
? ?只d
し (Tosi & Caroll , 1968) 、 自己決定感 (feeling of self-deterｭ
rnination) や自律性 (autonorny) を阻害するため内発的動機づけ



























れると考えられる (Mossholder , 1980) が、そこに一定の法則は見
い出されていない。

























一方、 Cellar & Barre七七 (1987) は目標の困難度が高ければ高いほ
ど内発的動機づけが高くなることを示し、困難度と内発的動機づけ
との正の相関関係を示唆した。






を産み出し続けているとも言える (Locke & Latham , 1990) 。






































験シリーズが計画された。また、第 1 部、第 6 章の議論に従い、内
発的動機づけの強度の測定については、行動測度を用いず、態度測
度のみが利用された。
第 l 章 単純作業と目標
第 l 節 実験 1 -1 :単純作業において、設定された目標が内発的
動機づけに与える効果
1 . 目的




e & Bryan , 1967; Wya七七， Frost , & Stock , 1934) 。
本実験は単純作業において、他者により設定された目標 (as-
s igned goal) の存在は内発的動機づけを高める効果を持つという基
礎的事実を確認するために計画された。
さらに、目標が遂行成績に与える効果として、 Locke ら (Locke , 





















在阪私立大学学生 122 名(男性 98 名、女性 24 名) 0 no goal 群
( 60 名)と assigned goal 群( 62 名)とに 2 分割。
【課題}
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の行から続けるよう教示された。各 1 分の試行を 11 回行ったが、
各試行終了時、用紙上の枠内にその回の試行量を記入させた。
{手続き} 集団実験。実験者の「心理学 J の講義時間中、 2 クラ
スに実施。所要時間約 25 分。 1 クラスを assigned goal 群、他の l
クラスを no goal 群とした。両群とも上述の加算課題を 30 秒ずつ
3 回練習させた後本試行を行った。練習試行後、 assigned goal 群
には「他のクラスの 1 試行の平均は約 80 個でしたのでそれを目標
として頑張って下さい。」という教示によって目標が与えられた。
平均の約 80 個は予備実験の結果より(同一大学、他クラス 56 名、
平均 68.73 個)、約 15宅の達成率(成功確率)となるように選択
された。内発的動機づけは約 18毛の成功確率の時最も高められると
いう先行研究 ( Shapira ， 1976) に準じ、 このイ直が用いられた。この
際、被験者の goal acceptance を統制するため、この目標に応じら
れない者は用紙の所定の位置に×印を記すよう教示された( x 印を
記した 10 名の被験者のデータは分析時に除外された) 0 no goal 
群には「できるだけ多くできるように頑張って下さい」とのみ教示
された。この群は "do (your) best" 群とも呼ばれ (Locke & Brian , 1 





全日試行終了後、課題に対する興味を 7 段階( í 非常に興味が




1 試行あたりの総平均作業量は ass ined sroa1 群 69.83 個 (S.O. =
13.46) 、 に対し no goal 群 70.43 個 (S.0.=14.02) となり、両群の
聞に有意差は見られなかった(七=0.82 ， df=110 , n.s.) 。 この結果は
仮説 2 を否定した。一方、内発的動機づけの指標である興味の評定
値は assined goal 群 4.77 (S.0.=1.25) 、に対し no goal 群 5.02
(S.0.=1.24) となり、共に「やや興味がある」に近い評価を示し、




るものである。 しかしながら、統制群である no goal 群において





















(Mossholder , 1980) の中間に位置するものと考えることができるか
もしれない。
一方、仮説 2 も否定された。目標の導入は遂行量を高めるとい
う Locke ら (1981 , 1990) の主張はここでは検証できなかった。被







慮が goal acceptance を無理に認めさせた例も多かったかもしれな


























報と比較されるべき基準の l つとして目標 (goal) に注目し、目標
とフィードパック情報との差(ズレ: discrepancy) が一般的な動
機づけにどのような効果を有するのかについて検討を加えつつある








• 1 本実験のデータの一部は日本心型学会第 56 会大会 (1992) にお
いて発表された。
??? ?
は実験 1 - 1 と同様に評価された興味を用いる。
2 .方法
{被験者}
大阪大学学生 165 名(男性 71 名、女性 94 名)
[課題]
実験 1 - 1 と同じ内田・クレペリン精神検査様の加算課題
{手続き}
集団実験。所要時間約 30 分。一桁の数字の加算課題を各 1 分ず




( í 非常に興味がない J -1 -- í 非常に興味がある J -7 )で評定
させた。さらに、各試行について、設定された要求水準と実際の作
業量との差を算出させ達成差(ズレ)の値とした。各イ直は 10 個・ l
算出されるが、以下の分析ではこれらを平均化したものを用いた。
• 1 11 試行中、第 1 試行は、被験者が第 2 試行の要求水準を設定
するための参考として用いられた。このため要求水準と作業量の共




総平均作業量は l 試行 80.98 個 (3.0.=14.56) 、評定された興味




8(3.0.=1.42) 、 4.88(3.0.=1.48) であり、有意差は見られなかった。
ズレの大きさを表す達成差の絶対値( AV.=2.58 , 3.D.=1.85) と
評定された興味(内発的動機づけ)との間には、低いながら負の相
関の傾向が見られた(r=-. 164 , p<. 1) 0 さらに、正のズレを持つ被
験者と負のズレを有する被験者とを分離して分析したところ、正の
ズレ群では達成差との聞に負の相関が (r=ー.2 96 , p<. 01 )見られたが、








































第 3 節 実験 1-1 ， 1-2 の要約と問題点
内田・クレペリン精神検査様の作業課題を用いて、内発的動機づ
けに与える目標の効果の基礎的検討のため 2 実験を行った。













この結果は、何らかの基準と知覚された情報問の「ズ/ レ J の程度
が内発的動機づけの高低に影響-を与えるというズレの型論の主張の
? ?勺/


















































































第 2 節 コンピュータ・ゲームを用いた内発的動機づけ研究の例
- 77 -
- Malone(1981) の研究を中心に一

















一方、 Nelson & Carlson (1985) はゲームセンターによく見られる、
運転状況をシミュレートしたコンピュータ・ゲームを用いた笑験的
研究により、当該ゲームに対する内発的動機づけの決定因について































実験 l では、 「プロックくずしゲーム (Breakout) J を用いて、
①ボールが当たった時ブロックが壊れるか否か、②ボールが実験者
の操作するラケット( paddle )に跳ね返るか否か、①得点が表示
されるか否か、 という 3 つの実験変数が操作された。全ての変数を
含んだものから含まないものまで 6 つのゲームの version を被験者
に供し、ゲーム遂行後 liking に関する 5 段階の評定を求めた(図
2 -1 参照)。
その結果、 3 つの要因全てを含む version は他のどの version よ
りも高い評価を得、 l イ固ないし O 個の要因を含むものは、他のどの
















? ? ? ?
•••••• 
1 234 5 678 
スコア12
残り 3ボール
図 2 - 1 Malone (1981) の実験に用いられたゲーム
の 1 パージョン (中島・赤井， 1993 より)
- 81 -
実験 2 は、主に空想性の要因を検討するためにデザインされた。



















( 1 )挑戦性 (Challenge)





























fantasies) と分類される。上の実験 2 では、正答した時、別の場














































第 3 節 実験 2 - 1 :コンピュータ・ゲームの困難度が内発的動機
づけに与える効果. 1 













第 l 部、第 3 章で述べたように、認知論的接近法ではほとんど検
• 1 本実験のデータの一部は、 22nd Interna七 ional Congress of Ap 
plied Psychology (1990) において発表され、 Proceedings of the 
















"H工 T RETURN KEY" という文字が表示された導入画面が表示され。被
験者自身がリターンキーを押すことによってゲームが開始される
(図 2 - 2 参照)。
ゲーム画面の中央には四角形があり、 9 つに分割されているが
(図 2 - 3 参照)、このうちの 1 つの場所より、ランダムに 3 つ
のターゲットの内のどれか l つが短時間出現しては引っ込む。被験






図 2 - 2 ゲーム画面 1 :導入場面
図 2 -3 ゲーム画面 2 :ゲーム中のキャラクター出現場面。画面
左右にフィードパック情報が与えられた。左上から }I頃に、本人のこ
れまでのハイスコア、当該ゲームのスコア、直前の得=点/、残り II寺問
の情報、右上から }IIR に目標点、ラウンド、 ミスの回数を表示。
? ???
、........--
して消失し、視覚的なフィードパックが与えられた(図 2 - 4 参照)
・ 1 0 さらにこの時ターゲツトの種類ごとに異なった点が与えられた。
3 つのターゲット上には、ねこ、う さぎ、 きつねの顔が描かれてあ
り(図 2 - 2 参照)、各ターゲツトには、 100 点、 50 点、 -100 点
の 3 種類の得点が被験者ごとにランダムに配された。
ゲームはラウンド制をとり、ターゲットが 40 回出没する 間に 10
00 点の得点をすれば次のラウンドに進む。ラウンドが進めば 進む
ほどターゲット出没の速度が早くなり困難度が上昇してゆく。た だ
し、 1 ラウンド中に 4 回のミスショットをするか、 40 個のターゲ
ツト出没の時間内に 1000 点に達しない場合はゲ ー ムオ ーバーとな
る。ゲームオーバ一時、被験者は "y" のキーを押すことによって
導入画面に戻り、再びゲームを続行した(図 2 - 5 参照)。
装置は NEC ， PC-9801 VX パーソナルコンピュータ( CPU 80286 V30 , 
クロック周波数 10MHz )、および NEC ， PC--KD551K カラーモニタ ー
を用いた。ゲームのプログラムは N88-BASIC (86) version 5.0 によ
り、コンピュータ・ゲーム雑誌(佐瀬， 1986 )に掲載されたゲ -
ムプログラム( r モギラ J )を笑験用に改変することによって作製




• 1 Malone(1981) が重視した変数である「環境の応答性」を高め
るためにプログラムされた 。
? ??
図 2 - 4 ゲーム画面 3 :レーザ一命中時のリアクシヨン場面
図 2 - 5 ゲーム画面 4 .ゲ ー ムオ ーバ一時 の場面。
ハU??
{実験計画}




ゲームは、スピードが遅く、困難度の低いゲームから )1慣に D (difi 
cul七 y) 1 、 D (dificul七 y) 2 、 D (dificulty) 3 、 D (dificul七 y)
4 と呼ぶこととする。被験者は男女比がかたよらないように 4 {洋に
分けられ、 4 種類のゲームのうちの l つを行った。各ゲームの人数






れ、さらに、ゲームでは 10000 1尋点(即ち 10 ラウンドをクリア­
すること)を目標にするように教示された。
教示の後、練習試行として 3 ゲームが行われた( 1 回の試行に











7 ポイント、リッカ-トタイプの評定用紙であり、中立点は 4 で
あった。評定項目はユ3 設けたが、分類すると、 1. 認知的要因、 2. 


































各条件における最高得点の平均は D 1 群: 13815 点 (SD=3155) , 
D 2 群: 7968 点 (SO=1471) ， D 3 群: 5445 点 (80=1268) ， D 4 群:
1205 点 (8D=404) であり、分散分析の結果有意な主効果が見られた
(F(3 , 76)=151.98 , P<.OOl) ・ 1 0 下位検定( HSO 法)の結果、全て
の可能な組み合わせ聞に日水準で有意な差:が見られた。物理的要
因であるターゲツト出没のスピードに応じて遂行成績に階梯ができ、
困難度が操作されていたことが明らかである(図 2 - 6 参照)。
さらに、課題終了後に評定された困難度は、それぞれ順に 2.70 ，
3.60 ， 4.65 ， 5.60 となり、各イ直を四捨五入すれば、それぞれ「や
や難しくない(やや容易) J 、 「どちらでもない」、 「やや難しい」、
「かなり難しい」の評価を得たと考えることができる。分散分析の
結果、主効果が有意であった (F(3 ， 76)=22.66 ， P<.OOl) 。下位分
析( HSD 法)の結果 D 1 -D 2 問、 D 3 -D 4 聞を除く全ての組み
合わせにおいて lもないし日水準で有意差がみられ、 D 1 -D 2 
問、 D 3 -D 4 間にも 10宅水準で差のある傾向が認められた(図
2 -7 参照)。
2・ l 目標達成との関係から見ると、 D 1 群は全ての被験者が目標の
10000 点を達成、 D 3 , D 4 両群は全ての被験者が非達成であった。






































評定された認知的変数の推移を図 2 - 8 に示す。
①「複雑性」は条件間に有意、な差はなく (F(3 , 76)=1.79 , n.s. )、
評定値は概ね 2 より少し上にあり、かなり単純なゲームであるとの
評価を得た。
②「新奇性」も条件問に有意、な差はなく (F(3 , 76)=0.77 , n.s. )、
評定値は 3 から 4 の間にあり、やや新奇でないゲームであるとの評
価を得た。
③「陵味↑生」も条件聞に有意な差はなく ( F= (3 f 76) =0 .44 f n. s. )、
評定値は 2 前後にあり、かなり明確なゲームであるとの評価を得た。
④「空想性 j も条件聞に有意な差はなく ( F= (3 , 76) =0 . 63 , n. s. )、
評定値は 4.5 から 5.5 前後にあり、やや空想的なゲームであるとの
評価を得た。
⑤「挑戦↑生」には困難度の主効果の傾向が見られ( F=(3 , 76)=2.7 
2 , P く 0.1 )、下位検定( HSD 法)の結果、 D 1 群(評定値 4 .45 ) 
は D 4 群に比して低い挑戦性を持つと評定される傾向を有していた






国 D 1 
5 輔 回 D24 日 D33 A努 ~ D4 
2 
複 新 陵 ニグEロ. 村h
主佐 百=町了 昧 本'じ目，、 戦
性 性 性 性 ↑生
認知的変数












(図 2 - 9 参照) 0 í ゲームはよくできた」については分散分析の
結果、困難度の有意な主効果が見られた( F= (3 , 76) =8.19 , P<.Ol )。
下位検定( HSD 法)の結果、 D 1 群(評定値 4 .55 )は D 4 、 D 3 
群(向 2.55 、 3.20 )に比して、また、 D 2 群(評定値 3.90 )は





析の結果有意な主効果は見られなかった (F={3 ， 76)=1.76 ， n.s. )。
自己決定感は「自分から進んでやった」の項目によって測定され












: f目::;L 曲目 国 Dlロ D2国 D3
3 
I El D 4 |盟国翻
2 
図 2 - 9 ゲーム別、有能感・自己決定感の評定値
???
05 )。下位検定( HSD 法)の結果、 D 3 群(評定値 5.90 )は D 4 
群(同 4 .85 )に比して有意に高い評価を得た (p<.05) 。
困難度は、 Deci(1975) らのあげる変数に影響を与えることが確




感) J は、 D 3 において高い傾向が示唆された。
{内発的動機づけ}
困難度により内発的動機づけの各指標はどのように変化するだろ
うか(図 2 - 1 0 参照)。
①「面白さ」には困難度による有意な主効果が見られた (F(3 ， 76)
=3.11 , P<.05) 0 下位分析( HSD 法)の結果、最も「面白さ」の平
均評定値の高い D 2 群と最も低い D 4 群との聞のみに有意差が見ら
れた (P<.05) 0 さらに、傾向分析を行った結果、 2 次の傾向が認
められ (F(l ， 76)=7.32 ， p<.Ol) 、 「困難度」と「面白さ」の間の逆
U 字の関係が検証された。
②「好ましさ」には困難度の効果が見られなかった (F(3 ， 76)=1.7
4 , n. s. )が、 「面白さ」と同様の逆 U 字の曲線をあ11 く傾l向が示唆さ









面 好 再 ごJ3fZL 
白 ま 会:;. 頭
さ し 力日 し
さ た
内発的動機づけ
図 2 - 1 0 ゲーム別、内発的動機づけの評定値
- 10 1 一
③課題継続の意志を問うた「同じような実験があればまた参加し
たい(再参加の意志) J には困難度の効果が見られなかった (F (3 , 




目を設定したが、ここでは困難度による差は見られず( F(3 , 76) =0 . 
10 , n.s. )、全ての条件で「かなり没頭した」に近い値が得られた。
また、逆 U 字の関係も見られなかった。
これらの結果より、容易に目標を達成できた D 1 群(平均最高得
点 13815 点)、および目標から最も遠い平均最高得点であった D 4 
群(平均最高得点 1205 点)において内発的動機づけが低く、 D 2 
群(平均最高得点 7968 点) , D 3 群(平均最高得点 5445 点)にお
いて、特に目標到達直前の平均最高得点を示した D 2 群において、
最も内発的動機づけが高い傾向が示された。これは、課題の属性
(ここでは困難度)を横軸に、内発的動機づけの強度を縦軸にとっ



















































































































ズレの方向(正負)に関してはズレの理論や con七 rol 理論、あ
るいは 18宅の成功確率が内発的動機づけを高めるという知見 (Shap 
ira ， 1976) に従うことにより、遂行成績が目標に到達しない負のズ
レを伴う時に内発的動機づけが高くなると考えられる。
上の論議に従い、以下の仮説を検証するために実験 2 - 2 がデザ
インされた。








{被験者} 大阪大学学生・大学院生 51 名 (男性 21 名、女性 30
名)
{課題および実験装置}
課題は実験 2 - 1 と同じコンピュータ・シューテイングゲーム
(第 3 節参照)。実験 2 - 1 では、困難度を操作するためターゲツ
トの出没のスピードを変えた 4 種類のゲームがプログラムされたが、
本実験ではこのうちの最もスピードが速く困難と評定されたゲーム
( D 4 )のみをイ吏用した。
装置は実験 2 - 1 と同様のものが用いられた。
[ ~実験計画]
設定された目標の存否 2 水準の 1 要因計画(被験者間)
{手続き]
個別実験。所要時間、約 2 5 分。
no goal 群:実験 2 - 1 のゲーム D 4 を使用し、同様の手続きで
実験が行われた。被験者は 3 回の練習試行の後、 1 0 分間の本試行
において当該のゲームを繰り返した。この後、評定用紙に回答し、
実験は終了した。ただし、この群では、実験 2 - 1 のような目標
( 10000 点)は与えられず、 「できるだけ多く得点がで/きるように
頑張って下さい。」のみのおく示が与えられた( do your best 群とも
-108 -
呼ばれる)。




に教示された* 1 0 
被験者は no goal 群 20 名(男性 10 名、女性 10 名)、 assigned 
goal 群 31 名(男性 11 名、女性 20 名)であった。
{評定用紙(従属変数の測定) 1 
7 ポイント、リッカートタイプの評定用紙であり、中立点は 4 で
あった。評定項目は 13 設けたが、大別すると、 1. 認知的変数、 2. 
有能感・自己決定感の要因、 3. 内発的動機づけの測度という 3 種
類の諸測度が含まれていた(第 3 節、表 l 参照)。
3. 結果 1 :設定された目標の存否と内発的動機づけとの関係につ
いての分析
{認知的変数]
no goal 群と assigned goal 群との認知的変数の比較をするため
に図 2 - 1 1 を示す。
全ての認知的変数に関して群間の有意差は見られなかった






5 I 康調 調 11 図 no 問|群
4 …一一回 assigned
3 ~~豪酒 _. 際・ E掴 11 goa I 群
2 
困 複 新 陵 ニゲLロ 相主
難 奈佐 奇 昧 想 戦
度 性 '性 性 性 性
認知的変数
図 2 - 1 1 認知的変数の評定値( no go a. l 群と assigned goal 群)
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( í 困難度 (t=.32 ， df=31 , n.s.) J 、 「複雑性 J (七=.17 ， df=42 , n. 
s .) J 、 「新奇性(七=. 89 , df=38 , n. s .)J I 暖昧性(七=0 ， df=43 , n. s . ) 
」、 「空想性(七= • 63 , df=40 , n. s .) J 、 「挑戦性(七=.82 ， df=32 , n.s.) 
J )。




きた(七= • 06 , df=39 , n. s .) J 、 「その気になればもっとよく得点で
きると思う(七= • 35 , df=40 , n. s .) J 、 「自分から進んでやった(七=





だろうか(図 2 - 1 3 参照)。
「面白さ」には両群に有意な差が見られ(七=2.03 ， df=38 , p<.OS) 、























図 no goal 群
圃 assigned
3 I 仰ぐ脱:ーー r，c:弘宅金溜io'_ l I goal 群
2 
面 好 再 Jご又八，
白 ま 会. 頭
さ し 力日 内発的動機づけさ
図 2 - 1 3 内発的動機づけの評定値( no goal 群と assigned goal 
群)
コd司l-??
「好ましさ」には有意な差の傾向が見られた(七=1.97 ， df=35 , p<. 
10) 。評定値は assigned goal 群 5.3 、 no goal 群 4.6 であった。
「再参加への意志(七=1.64 ， df=41 , n.s.) J 、 「ゲームに没頭し
た (七=. 13 , df=4 6, n. s .) J には有意差は見られなかった。
「再参加への意志」および「ゲームに没頭した」において差が見
られなかったのは、第 3 節、 4. 考察において示した天井効果的な
影響によるものであろうと考えられる。











4. 結果 2 :目標と遂行成績とのズレの方向(正負)に/関する分析
-114 -
目標と遂行成績とのズレの方向(正あるいは負)の関係を把握す
るために、本実験の assigned goal 群を、目標(試行中の最高得点
が 2600 点を越えること)を達成できなかった群(非達成群)と目
標を達成した群(達成群)とに 2 分した。非達成群は 12 名、達成





評定された認知的変数の推移を図 2 - 1 4 に示す。
①「困難度(七=1.53 ， df=18 , n.s.) J 、 「複雑性 J (七=.65 ， df=22 , 
n. s.) J 、 「新奇↑生(七=1.60 ， df=19 , n.s.) J r 暖昧性(七=.90 ， df= 
19., n. s .) J 、 「空想性 (t=1.02 ， df=19 , n.s.) J 、については群問
に有意な差は見られなかった。
②認知的変数のうち「挑戦性」のみに群間の有意差が検出され















困 複 新 暖 空 相主
難 来性 奇 昧 木'じ目，、 戦
度 '性 1生 ↑全 1生 • 
認知的変数




た(七=3.64 ， df=25 , p<.Ol) 0 正のズレ群の方が負のズレ群よりも有
意に有能感を感じていたと考えられる。ただし、 「その気になれば
もっとよく得点できると思う(七=.69 ， df=20 , n. s .) J および「自分
から進んでやった(七=.05 ， df=17 , n.s.) J の各項目には有意差は見
られなかった(図 2 - 1 5 参照)。
[内発的動機づけ]
目標の非達成、達成により内発的動機づけの各指標はどのように
変化するだろうか(図 2 - 1 6 参照)。
「面白さ」には両群に有意な差が見られ(七=2.28 ， df=19 , p<.05) 、
負のズレ群(評定値 6.0 )は正のズレ群(同 5.3 )よりも高い内
発的動機づけを有していたことが示された。
しかし、 「好ましさ(七=.15 ， df=14 , n.s.) J および「再参加への
意志(七= • 09 , df=20 , n. s .) J には有意差は見られなかった。また、
「フロー経験」を確認するために設けられた「ゲームに没頭した
(t=.43 , df=15 , n.s.) J の項目にも群問の有意差は認められなかっ
た。
「再参加への 意志」および「ゲームに没頭した」において差が見
られなかったのは、第 3 節、 4. 考察において示した天井効果的な
影響によるものであろう。
Day (1967) や Berlyne (1963) は、図形に対する「面向さ (intere


















































比較するデータは、本実験で用いられた asigned goal 群のうち
の負のズレ群(非達成群)のデータと、実験 2 - 1 で用いられた D
















( I 困難度(七=.77 ， df=16 , n.s.) J 、 「複雑性 J (七=.45 ， dト21 ， n. 
s .) J 、 「新奇性(七=.96 ， df=21 , n. s .) J I 唆味性(七=.20 ， df=23 , n. 
s .) J 、 「空想、性(七=2.01 ， df=24 , p<.10) _]、 「挑戦性(七=1.07 ， df 




「ゲームはよくできた(七=.72 ， df=23 , n.s.) J および f I その気に






匙 図ズレ大群- 国ズレ小群3 
2 
困 複 新 陵 空 相七
難 奈佐 奇 昧 ~じ目，、 戦
度 '性 '性 性 '性 性
認知的変数






見られた(七=2.16 ， df=22 , p<.05) 。ズレ小群は 5.92 、ズレ大群は 4.
85 の評定値を示し、ズレの小さい群の方が自己決定感が高いこと





だろうか(図 2 - 1 9 参照)。
「面白さ J には両群に有意な差が見られ(七=2.80 ， df=28 , p<.Ol) 、
ズレの小さい群(評定値 6.0 )は大きい群(同 4 .9 )よりも高い内
発的動機づけを有していたことが示された。
「好ましさ (t=.87 ， df=18 , n.s.) J 、 「再参加への意志(七=.77 ，




































図 2 - 1 9 内発的 動 機づけの 評定値 (ズレ大群とズレ小 群 )
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認され、仮説 l が支持された。結果 2 では、目標と遂行成績とのズ
レの方向(正負)との関係についての分析が行われたが、負のズレ
が正のズレに比して高い内発的動機づけを生じさせる結果が示され、















































大阪大学学生・大学院生 20 名 (男性 9 名、女性 11 名)
{課題および実験装置 ]
課題は実験 2 - 1 、 2 -2 と同じコンピュータ・シューテインタ
ゲーム( 第 3 節参照)。実験 2 - 1 の 4 ゲーム中、最もスピードが
速く困難と評定されたゲーム( D 4 )のみを使用した。
装置は実験 2 - 1 、 2 -2 と同じものが用いられた。
{手続き}
個別笑験。所要時間約 30 分。実験 2 - 1 および実験 2 - 2 と同
- 128 -









7 ポイント、リッカートタイプの評定用紙であり、中立点は 4 で
あった。評定項目は lS 設けたが、大別すると、 1. 認知的変数、 2. 
有能感・自己決定感の要因、 3. 内発的動機づけの測度という 3 種
類の諸項目が含まれていた(第 3 節、表 1 参照)。
3. 結果 1 :自己設定した目標の存否と内発的動機づけとの関係に
ついての分析
本実験の結果は、実験 2 - 2 、 no goal 群(被験者 20 名)を統
制群として用い、 no goal 群のデータとの比較を通じて分析する。
{認知的変数}
self-se七 goal 群と no goal 群との認知的変数の比較をするため





図 self-set goal 群
圃 no goal 群
3 
2 
困 複 新 暖 空 村主
難 率性 奇 昧 コ'キじ目，、 戦
度 '性 性 '性 性 性認知的変数
図 2 - 2 0 認知的変数の評定値( self-set goal 群と no goal 群)
ハUコJ??
( I 困難度(七=.66 ， df=32 , n. s .) J 、 「複雑性 J (t= .12 , df=37 , n. 
s.) J 、 「新奇↑生(七=. 61 , df=3 6 , n. s .)J [-暖昧性(七=1.12 ， df=38 , 
n. s.) J 、 「空想性(七= .81 , df=38 , n. s .) J 、 「挑戦性(七=.76 ， df= 
38 , n.s.) J )。




きた(七=. 65 , df=3 6 , n. s .) J 、 「その気になればもっとよく得点で
きると思う(七人 42 ， df=38 , n. S .) J 、 「自分から進んでやった(七=





どのように影響を受けるだろうか(図 2 _. 2 2 参照)。
「面白さ」には self-set goal 群と no goal 群との間に有意な差
が見られ(七=2.40 ， df=37 , p<.05) 、 self-set goal 群(評定値 5.7 ) 






図 self-set goal 群




の 人lた く 企玄;ft で 有能感・自己決定感で









圃 no goal 群
面白い 好き 再参加 没
た頭
内発的動機づけ
図 2 - 2 2 内発的動機づけの評定値( self-set goal 群と no
goal 群)
コJつJ??
「好ましさ(七=2 .66 , df=36 , n. s .) J 、
df=34 , n. S .) J 、 「ゲームに没頭した
は有意差は見られなかった。
「再参加への意志(七=2 .56 , 





れなかったのは、第 3 節、 4 .考察において示した天井効果的な影
響によるものであろうと考えられる。
この結果より、 self-set goal 群は no goal 群より高い内発的動
機づけを有していたことが示唆される。
{まとめ]




set goal 群: 3220 点、 no goal 群. 2630 点 (t=1.55 ， df=37 , n.s.) )。




総平均得点は 1870 点、総平均目標点は 2249 点となり、平均の
ズレは -379 点であった。被験者 20 名中、 16 名は負の平均のズレ
を示していた o 笑験 2 - 2 で用いられた asigned goal 群 (設定さ









fこ(r= . 00 9 , n. s . ) 0 
{まとめ]













実験 2 - 1 、および実験 2 - 2 の各群の中で、最も内発的動機づ
けを高めると考えられるのは、実験 2 - 2:、 assigned goal 群(設
定された目標 2600 点)のうちの負のズレ群(ズレ小群)であった。
この群は設定された、負の、小さなズレを持つ目標を有していた。
本実験で用いられた self-set goal の手続きはこの群に匹敵する
高い内発的動機づけをもたらしたと考えられる。例えば、 「面白さ」
の評定値は平均 5.7 であり、全 5 群のうちで最も高い平均評定値
(6.0) を持つズレ小群の次に位置するものであった。





































な基準には不備な点が多く見られた。そのため、第 l 部、第 7 章







第 2 部、第 l 章「単純作業と目標 J では、単純作業課題(簡単な
計算課題)を用い、目標が内発的動機づけにおよほす効果について
探索的に検討した。




































ゲームを用いること、および、 「面白さ J などの評定値を内発的動
機づけの測度として用いることの妥当性を示唆するものであったと
も考えられる。































実験 2 - 3 では、被験者が自身で設定した目標 (self-set goal) 
を用い、実験 2 - 2 での設定された目標による結果が支持されるか
否かについて検討した。
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示唆された。これは、実験 2 - 2 において確認されたズレの理論が
より強く支持されたことを示している。
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